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About teamIP​ ​-teamIPとは 
日本における知的財産権の認知度は極めて低い。独自に令和元年7月に 

行ったアンケート(次ページ活動内容参照)では、アンケート回答者の61.3％
が知的財産権という言葉を知っていると答えたが、そのうち 
知的財産権について説明できると答えた人は44.9％と、 

認知度が低いことがうかがえた。 
日本の未来をより”発想力溢れる社会にしたい”  その一心で 

個性強めの女子高校生6人が集まり、己の行動力、発想力、協力性（チーム
ワーク）を生かしこれからの世界を創る若者への知的財産権教育普及を 
目指し活動している。私たちteamIPは若者への知的財産権教育を通して 

革命を起こしたい。 
メンバー：井上深愛、楳木聖菜、吉田光里、高賢娥、大室真菜 

 
国連諸機関世界知的所有機関（WIPO） 
日本事務所長澤井智毅さんとメンバーでの記念写真 

 

Our Motivation, Mission, and Goal 

-私たちの動機、問題、目標 

私たちはCBP(Chihaya Business Project)という都立千早高等学校で結成された 
ボランティア活動団体を通し、数々のボランティア活動に加え企業見学などにも 
参加してきた。その活動の中で令和元年6/17(月)・6/20(木) に、特許庁主催の 
世界IP(知的財産権)研究会にインターン生として参加。（上写真インターンにて集合写真） 
インターンでの受講で、運動会の応援ポスターを作る時、他の組が考えたキャラクターを似せてしまっ

たり、有名なキャラクターをそのまま使用したりすることは真似になるのかを、参加者で思考し意見交

換をした。これらを通し、どこからが真似なのかという知的財産権教育においての大切な視点と、これ

らを子供たちに使える際に大切なポイントはどんなことなのかを学ぶことができた。 
しかし、どうして私たちメンバーはこれまでIPについて知らなかったのか、と疑問に思った。 
それは、私たちが今までIP教育を受けてこなかったことと、高校生向けの教育がなかなか普及できてい
ない現実が影響していると感じた。これからの未来は私たち若い世代が創り、守っていくだろう。 
IP教育はより一層私たち高校生に必要だと強く感じ、全国の高校生に知的財産権教育の普及を目指し、 
今回のプロジェクトが立ち上がった。（右写真SageJapanMTG風景） 
また現代では、若い世代でも発信しやすい時代であり、トラブルが発生しやすい。私たちは若い時から知的財産権を 
守ることがより必要で重要であると考え,全国の高校生にIP教育の普及をという目標を掲げ探究することにした。 

SDGs(Sustainable Development Goals)​ ​-持続可能な開発目標 
17の大きな目標と、それらを達成するための169のターゲットで構成されるSDGs。 

私たちteamIPの活動において関わるSDGsの17の目標は下記の４つである。 

　　　　　 　　　　　 　　　　　  
4質の良い教育をみんなに　9産業と技術革新の基盤を作ろう　12つくる責任つかう責任　16平和と公正を全ての人に   
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Activity Contents​　​-活動内容 
6月に特許庁主催の世界IP(知的財産権)研究会の 
インターンへ参加し、それをきっかけに活動を開始。 
知的財産権について「日本テレビ放送網株式会社」 
「日本コカ・コーラ株式会社」「足立屋煎豆店」など様々な 
企業にインタビュー。また、令和元年7月に、小学生から社会人
まで計200人を対象に知的財産権の認知度や、知的財産権の教育
の必要性をインターネット上で調査。(右円グラフ参照) 
これらを得て学んだ情報を活用し、東京都生徒商業研究発表会

に出場。大会を通し出た反省点や改善点を生かし、実際に授業

内でテキストの補助として使えるワークシート(次ページ参照)の
作成へと活動を強化。完成した自作ワークシートを使い、 
知的財産権についての授業を千早高校の全２年生(15期生)に向け6クラス203名に実施。 
授業に対してのアンケート調査を行い反省点、改善点をまとめた。 
このようなteamIPの活動が注目され、国連組織の世界知的財産権機関日本事務所の所長から、 
国連主催の世界知的財産権デーの講演を任された。 
(令和２年４月２７日に予定していたが、新型コロナウイルス感染症の影響でやむを得ず中止へ) 
しかし、teamIPは内閣府が取り組んでいる知的財産権の取り組みに関わることが確定した。 
上記のように、私たちの活動はさまざまな公的機関から期待されており、これからも飛躍的に活動していく。 

　 　  
　　     　令和元年8月24日開催　　　　　　            　　一般社団法人発明推進協会研究所　　　　　WIPO澤井智毅所長と内閣府知的財産戦略推進事務局 
　　東京都生徒商業研究発表会にて　　　            　所長 扇谷高男さん、檜山美智子さんと記念写真　    　参事官 小林英司さん、守誠一郎さんと記念写真 

 

Project Outcomes​　​-プロジェクトの成果 

知的財産権教育の普及成功で得られる成果は、日本経済の発展である。 

知的財産権を学ぶことで、発明する際に自分のアイデアを守る制度があると知ることができ、発明促進につながる。 

また発明者ではない場合であっても、知的財産権の仕組みを理解することができる。 

この時代若者にとって非常にに身近であろう著作権侵害問題について、意識が芽生えるだろう。 

これもまた、正当に評価されることで発明者の新たな発明への意欲につながる。 

つまり、若者が知的財産権について学ぶことで、 

若者の新しいものをつくる力・意欲・発明者への配慮を向上することができ、日本での発明を活発化させられるのだ。 
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Why Success​　​-持続可能な理由 
このteamIPが作成したワークシートは、企業から題材を提供をいだたく仕組みだ。 
この企業の題材がワークシートに記載されていることで、 
授業を受ける生徒はより知的財産権を身近に、そしてリアルに感じることが可能である。 
また、企業にとってはCSR活動になり社会貢献になること、加えて商品のPRになるという利点がある。 
以上の理由により、この知的財産権の教育を広めるteamIPの活動は持続可能な活動だ。 

Worksheet​　​-実際に作成したワークシート 
こちらが私たちが実際に作成したワークシートである。現在、新たに企業にアプローチをし、 

題材をより多く、そして分かりやすくなるように改良活動を進めている。 
また、他校でこのワークシートを使った授業ができることが確定し、より良く分かりやすくするために進化を続け、 

将来普通科や商業科などを問わず全国の高校で普及させるのが目標だ。 
※赤字は空白になっており、生徒が自身で記入する   

実際にメンバーが千早高校で行った授業風景 
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